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【あらすじ】

[image: ]




三十代の画家・棚田玄は、東京の喧騒と商業主義の画壇に疲れ、「感情を超えた眼で絵を描く」という理想を抱いて山路に向かった。霧深い峠道で三角形の奇妙な石碑に触れた瞬間、玄は「幽世（かくりよ）」と呼ばれる異世界へと迷い込む。

幽世では、すべての感情が色として可視化されていた。怒りは深紅、悲しみは藍、喜びは黄金——人々の情動が光として空気中に漂う世界。玄は三角形の屋根を持つ宿「三角庵」に辿り着き、そこで謎めいた女主人・那美子と出会う。

那美子だけが唯一「無色」の存在であった。彼女の周囲には色がなく、まるで感情の真空地帯のようだった。玄は芸術家の本能として彼女を描こうとするが、感情色に満ちた幽世では筆が動かない。

やがて明らかになる那美子の秘密——彼女はかつて幽世と現世を繋ぐ「境界守」であり、三年前に愛する者を現世へ送り返すために自ら感情を封じたのだった。玄は「非情の美」という哲学を崩されながらも、那美子を描き続ける。その絵が完成したとき、幽世の均衡が揺らぎ、二人の運命が交差する——。

――――◆――――
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【主な登場人物】
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◆ 棚田 玄（たなだ げん）　三十代の洋画家。「感情を持たずに絵を描く」非人情の美を追求する。幽世に迷い込み、那美子との出会いによって自身の哲学を根底から問い直すことになる。一人称は「余」。

◆ 那美子（なみこ）　三角庵の女主人。幽世唯一の「無色」の存在。かつては境界守として幽世と現世の均衡を守っていたが、愛した者を救うために感情色を封じた。謎めいた美しさと静寂な佇まいを持つ。

◆ 桐之助（きりのすけ）　三角庵の老主人。すべてを知っているかのような深い眼を持つ白髪の老人。玄が幽世に呼ばれた理由を知っている。

◆ 蒼葉（あおば）　絵師族の若者。深緑と群青の感情色を持つ。芸術と感情の関係について玄と哲学的問答を交わす。

◆ 詠月（えいげつ）　詩族の吟遊詩人。紫煙のような感情色を持ち、言葉によって感情色を操ることができる。

◆ 鈴音（すずね）　楽師族の少女。虹色の感情色を持ち、音楽が感情色の波として視覚化される。
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第一章　山路を登りながら
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第一節　東京の朝

山路を登りながら、こう考えた。

智に働けば角が立つ。情に棹させば流される。意地を通せば窮屈だ。とかくに人の世は住みにくい。

余は画家である。三十二年の生涯を通じて、この命題ほど深く余の胸に刻まれた言葉はなかった。東京の画壇——SNSのアルゴリズムと商業画廊のスポンサー契約と、ギャラリーオーナーの愛想笑い——その濁った海の中で余は十年間、溺れないように泳ぎ続けてきた。
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